
研究分野 授業科目名 科目責任者 
生化学系分野 ショック病態生化学研究 椎野 泰和 

開講年次 共通／専攻／選択 単位数 
1〜4 必須専攻 20 

目的 
（１）各種ショックの病態生理・その治療および臨床疫学等に関する研究テーマを探すために, 最近の国内外の関連⽂献を

検索して, それを熟読・理解する。
（２）救急領域のショックの治療法を習得するために, 種々のショックの病態を理解する。
（３）これまで確⽴されていない各種ショックの病態・治療を解明するための研究テーマを探す。
（４）研究テーマの目的を理解して, その研究を遂⾏する能⼒を習得する。

授業到達目標 
（１）各種ショックの病態生理・その治療および臨床疫学等に関する日本国内外の研究論⽂を数多く読破して, その内容を

まとめて発表することができる。
（２）（１）をもとに, ⾃分の研究テーマを⾒つけることができる。 
（３）その研究テーマを実⾏するための研究計画を⽴てることができる。
（４）研究計画を基にテーマとした研究を実⾏することができる。
（５）研究結果を基に研究成果をまとめ, 論⽂として公表することができる。

授業計画 
月日 曜日 時間 担当者 授業内容 

毎週 火 18:30 - 19:30 椎野 泰和 

ショックを主とする重症病態に関する研究⼿法・データ解析に
ついて討議を⾏う。
また, 解析に必要な臨床統計学について学ぶ。統計に関する基
本的知識を学習した後は, R(Rstudio)を⽤いた演習を⾏い学習
到達度により, AI を⽤いたデータ解析も⾏う。
Research methods and data analysis related to shock and
other serious medical conditions will be discussed in this
class.Students will also learn about clinical statistics
necessary for analysis. After learning basic knowledge of
statistics, practical training using R (Rstudio) will be
conducted, and data analysis using AI will also be
conducted according to the level of achievement.

評価方法 
（１）１・２年次に中間発表へ出席する。
（２）２年次に中間発表で発表する。
（３）APRIN e-ラーニングプログラム（eAPRIN）の必須単元を受講する。［受講期間︓１年次に受講。］
（４）１週間ごとに実験内容を履修⼿帳にまとめ, 科目責任者の認定印をもらい, 学期ごとに提出する。

課題（レポート等）に対するフィードバック 
（１）１週間ごとの実験・研究内容等の報告に対して, 指導・助⾔を⾏う。
（２）中間発表の抄録作成時に, 指導・助⾔を⾏う。
（３）最終論⽂作成時に, 指導・助⾔を⾏う。

教科書 
ISBN-9781451121186, Marino's the ICU book (4th Edition), Paul L. Marino, Lippincott Williams & Wilkins, 2013 

参考書 
ISSN-0915-924X, 日本救急医学会雑誌, （⼀社）日本救急医学会 

準備学習（予習・復習等） 
（１）PubMed から救急領域のショック（特にその病態・治療・臨床疫学的研究等）に関する⽂献（最近の知⾒が含まれてい

ること）を選択し, それを読んで, その内容（研究⼿法, 統計学的評価法等）を批判的に把握して, その問題点等の有無
を整理しておくこと。

（２）毎週, 履修⼿帳に実験あるいは研究計画の内容を簡潔に記載する。
（３）実験終了後, その日のうちにデータを記録・整理しておく。

修了認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連 
卓越した研究成果をあげ, 救急医学の深い学識を獲得する。 

注意事項・メッセージ 
（１）大学院生として, 救急医学の勉強, 研究に真摯に取り組んでください。
（２）今回の研究結果が臨床応⽤可能となることが望まれます。
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